
市民意見募集（パブリックコメント）結果 

 
 「健康わかやま２１（第２次）素案」に関するご意見を募集した結果、５件のご意見をいただきまし

たので、次のとおり公表します。 
 
■募集案件の概要 

 

募集案件 健康わかやま２１（第２次）（案） 

受付期間 平成２６年１月１４日～平成２６年２月１３日 

ご意見の件数 ４名・５件 

 
■ご意見の概要と市の考え方 

 

No ご意見の概要 市の考え方 

１ 

最終評価に就寝時間が夜１２時以降の生徒

の減少とあるが、実際、学習塾に通い、２２時

以降に生徒たちだけでコンビニにいる姿をよ

く見かける。その後、帰宅して入浴などをする

と、就寝時間が１２時以降になると推察され

る。行政は、生活実態をもっと把握するべきだ

と思う。 

学生は学業が最優先だが、健康（身体・精神

共）のことを考えるなら、子どもたちに関わる

全ての大人がもっと現状を把握すべきだと思

う。 

学力向上のため、学習塾は確かに大事だが、

条例違反につながるカリキュラム等が組まれ

ているようなら、それに対し是正勧告する等、

もっと全体を把握したほうがよい。 

ご意見のとおり、生活実態を総合的に把握し

評価することは大切だと考えます。  

現代は、塾通いや受験勉強、クラブ活動等に

より就寝時間が遅くなりがちな状況がうかが

えますが、睡眠と子どもの健康という視点で考

えたときに、睡眠不足は成長ホルモン等の分泌

が損なわれ、成長の遅れや食欲不振、集中力の

低下がおこり、さらには、肥満や生活習慣病（糖

尿病、高血圧）、うつ病などの発症率を高める

ことが明らかになっています。睡眠は、子ども

の健やかな成長発達と健康の保持増進のため

にはとても大切です。また、私たちは、睡眠だ

けでなく、正しい生活習慣を身につけていくこ

とも大切であると考えます。 

このことから、引き続き次期計画において

も、子どもを支援する様々な関係団体と連携を

より密にし、情報収集をおこなっていくととも

に、子どもの現状を踏まえ、睡眠をとることの

大切さを情報発信していきたいと思います。 

また、子ども自らが睡眠の大切さを理解し、適

切な行動を取れるよう支援していきたいと考

えております。 
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２ 

むし歯予防について、歯磨きや甘味の制限は

あくまで副次的なもので、第一手段としては、

フッ化物の応用が重要である。 

 むし歯有病者率や１人あたりのむし歯保有

数をより一層低減させるには、フッ化物の応用

法を採用し、実施を推進すべきである。 

 

 

これまでの取り組みから現状としては、フッ

素塗布を受けた幼児が増加しています。フッ素

塗布は定期的に行うことで、むし歯予防効果が

高まるため、今後も勧めていく必要がありま

す。 

フッ素洗口、フッ素配合歯磨剤につきまして

も、ご意見を参考に、取り組みを推進していき

たいと思います。 

３ 

むし歯予防については、単なる歯磨きではな

く、科学的根拠に基づいたものを提示すべきで

あり、日本で利用されるフッ化物応用（フッ素

洗口、フッ素配合歯磨剤、フッ素塗布）をもっ

と推進するべきである。 

  

 ご意見を参考に、フッ化物応用の取り組みを

推進していきたいと思います。 

 

 

 

指標・目標値において「１２歳児一人平均む

し歯数の減少」「目標値 1.0 本」となっている

が、現状値も 1.0本となっているので検討が必

要ではないか。 

目標値を「1.0本未満」と考えていましたが、

わかりにくい表記となっていましたので、未満

等の表現を使用せず、減少させる目標として

「0.9本」に変更します。 

４ 

乳歯から永久歯へと生え変わる学童期は歯

質強化には重要な時期であるため、学校におけ

るフッ化物洗口の推進を組み入れていただき

たい。 

 

 関係機関・団体の取り組みとして、保育所

（園）・幼稚園・学校は、歯磨きの大切さを普

及するとともに、フッ素洗口の取り組みを推進

していきたいと思います。 
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